
第 1号議案

令 和 4年 度 事 業 報 告
(令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響はあったものの感染防止対策に充分配慮して、総会や理

事会等のほか租税教育活動や研修会等を実施した。

各関係部門における令和 4年度の活動状況は次のとおりである。

1.公益目的事業

(1)税制関係

税制委員等から提出されたアンケートを元に要望事項を取りまとめて全法連に提出した。

全法連が取りまとめた提言については、地元選出国会議員及び知事 。市長・各議会議長に対し、各単

位会が実現を求めて陳情を行った。

その結果、令和 5年度税制改正では、法人会が提言していた①中小企業者等の法人税率の軽減措置、

②中小企業投資促進税制、③中小企業経営強化税制に関する適用期限の延長が実現した。また、消費税

のインボイス制度について、事務負担等を軽減する環境整備が必要との提言に対し、小規模事業者の納

税額や中小企業者の事務負担について軽減措置が実現したほか、登録申請書の提出期限が事実上延長さ

れた。

(2)地域社会貢献活動関係

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響から地域イベントが概ね開催中止されたことから、青年

部会連絡協議会・女性部会連絡協議会による地域イベントでの社会貢献活動は実施できなかった。

こうした状況の中、県下各法人会は地域の特性を生かし、実施可能な事業に積極的に取組んだ。

【石川県連】

事 業 名 「北陸地区組織 。厚生合同委員会」
「第2回 北陸地区青年の集い石川大会」

事業内容 ◇全法連の組織委員。厚生委員。事務局と北陸3県の組織委員。厚生委員・事務局で、北
陸地区組織・厚生合同委員会を開催した。

◇コロナ禍の影響により、令和 2年 2月以後延期されていた「北陸地区青年の集い」を令

和 5年 1月 に開催し、「租税教育活動」及び「健康経営」について、さらに推進してい

くことを確認した。

【金沢法人会】

事 業 名 「租税荻室 (小学校)」

「新品タオル・石鹸持ち寄り運動」

「学童教育用図書購入費寄贈」

「税に関する絵はがきコンクール」

「『食品ロス』問題への取り組み」
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事業内容 ◇青年部会又は女性部会の会員が講師を務め、税の仕組みについて、パワーポイント等を
使って、分かりやすい「租税教室」を実施した。令和 4年度は、青年部は19校の小学

6年生1,342名、女性部会は2校の小学 6年生76名、共に前年度より多くの児童に対し

租税教室を開催した。

◇女性部会が主体となって、定例研修会及び「税を考える週間」協賛講演会のほか、女性

部会主催の各種研修会等において「新品タオル・石苗寅持ち寄り運動」を実施し、区域内

の4ヶ所の児童養護施設等にタオル1,540本、石歯父200個等を寄贈した。

◇金沢市、かほく市、津幡町及び内灘町に対し、総額90万円の学童教育用図書購入費を

寄員曽した。

◇女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」において、30校836点の応募があり、

表彰式で38点の優秀作品を表彰した。

◇女性部会の研修会で「食品ロス」について問題意識を共有し、フードドライブを活用し

て会員から提供された食品を金沢市役所へ渡した。

【七尾法人会】

事 業 名

事業内容

【小松法人会】

事 業 名

「租税教室」

「税に関する絵はがきコンクール」

「税の啓発活動」

「マンガ本の配布」

「租税教育用 (TAX PR)下敷きの配布」
「いちごプロジェクト事業」

◇管内の4市町の5小学校で青年部会員が講師となって租税荻室を実施した。

◇租税教室に出席した小学生を対象に「税に関する絵はがき」を募集し、税務当局の協力

を得て17校から459件点の応募があり、優秀作品を表彰した。

◇「税を考える週間」周知用懸垂幕を作成し設置した。

◇所得税確定申告期に啓発用看板を設置した。

◇管内の小学校6年生全員 (1,250名 )に、税に関するマンガ本を配布した。

◇管内の小学校 5～ 6年生全員 (2,500名 )に、租税荻育用に下敷きを配布した。

「租税教室 (小学校)」

「校外学習『親子で学ぶ t in航空自衛隊小松基地見学』」

「税に関する絵はがきコンクール」

「租税教育用図書」等の全小学校への寄贈

「プルタブ」の福祉協議会への寄贈

「タオル」等の老人施設への寄贈

「いちごプロジェクト事業」

「道路等の除草及び清掃作業」

「保育所感問」

◇青年部会・女性部会の部会員が講師となり、管内の13小学校 (延べ639人 )

デオ等を利用した租税教室を21回実施した。

事業内容
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◇青年部会が校外学習「親子で学ぶ l in航空自衛隊小松基地」を夏休み期間中に実施した。

◇加賀市・能美市・川北町の小学校を対象に「税に関する絵はがき」を募集し、小学校

15校 (応募総数488件)か ら応募があった。また、「税を考える週間」に優秀作品の表

彰式を開催した。

◇租税教育用図書 2巻を購入し、小松市。加賀市・能美市・サII北町の全小学校に寄贈した。

◇女性部会がプルタブ (12kg)を小松福祉協議会に寄贈した。

◇女性部会員が中心となり、「うちわ、パンフレット」を会員等に送付し節電に対する呼

びかけ運動を実施した。

◇コロナ禍で老人施設への慰問が困難な中、施設から要望のあった新品タオルや消毒液等

を寄贈した。     (
◇小松市,加賀市及び能美市において、女性部会が道路等の除車作業と空き缶拾いを実施

した。 (年 2回・延べ 6会場)

◇コロナ禍で保育所訪間が困難な中、青年部会員が管内の3保育所へ、色紙などのクリス

マスプレゼントを酉己布した。

【輪島法人会】

事 業 名 「租税荻室」

「税に関する作品募集」鮪内貯連、間税会、青申会、税理士会協賛》

「輪島税務署管内の公民館への備品等寄贈」

「絵はがきコンクールの実施」

◇ 4学校 5・ 6年生の小学生 (延べ74名 )に対し、青年部会員・女性部会員が講師を務

め租税教室を実施した。

◇税に関するポスター,習字,作文を募集 (応募総数712件)し、表彰を実施した。

◇ 2市 2町の公民館へ備品等を寄贈した。

◇租税教室などを通じて「税に関する絵はがき」を募集 (応募総数30点)し、表彰を実

施した。

事業内容

【松任法人会】

事 業 名 「租税荻室 (小学校)」
「税に関する絵はがきコンクール」(女性部会と青年部会の連携)

「税に関する作品募集 (中学校)」 《納貯連の事業に協賛》

「タオルの拠出提供事業」

「福祉施設へのタオルと物品の贈呈」

「いちごプロジェクト事業」

「税の啓発活動」

事業内容 ◇10名前後の青年部会員のほか、地元の「ゆるキャラ」や担任の先生も参加しての租税
教室を、5小学校の6年生515名 に対して開催した。「タックスフントとケンタくん」

によるオリジナルの劇仕立てのやりとりに始まり、「税のある町。ない町」の感想発表

や興味深いクイズなどを行った。

◇「税に関する絵はがきコンクール」については、青年部会。税務署。税理士会が租税教

室を実施した白山市・野々市市の小学校9校で、児童に直接応募を呼びかけた。また、
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それ以外の白山市・野々市市の小学校15校に役員及び事務局が直接訪問して募集に対

する協力を依頼した。

・応募作品は、過去最多の904点、優秀作品を表彰した。

。今回、初めて「松任学習センター」で表彰式を開催した。

・大々的な新聞報道があり、一般広報の効果があった。

◇中学生の税に関するポスター、書道、作文を募集した。

《納貯連の事業に協賛》

・応募作数518点 (前年は479点 )。

。優秀作品に対する表彰式を実施した。

◇各種研修会、説明会等の案内で新品タオルの提供を呼びかけ、集まったタオルを寄贈した。

◇女性部会が「特別養護老人ホーム大門園」へ、ポータブルトイレ2台、タオル200本及

びポケットティッシュ500個 を寄贈した。

◇啓発用うちわ。チラシの配布等により、節電に対する呼びかけ運動を行った。

◇各種研修会、講演会等の機会を利用し、参加者に対して税のパンフレット等を配布し、

税に対する啓発運動を実施した。

(3)研修関係

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に充分配意し、「通常総会」の記念講演会及び「石川県下

役員研修会」等を開催した。

第10回通常総会記念講演会

開 催 日 令和 4年 6月 3日 (金 )
場  所 ホテル金沢
演  題 「世界からのメッセージ ～平和と命の大切さ～」
講  師 戦場カメラマン。ジャーナリスト

渡 部 陽 一 氏

石川県下特定法人税務研修会

開 催 日 令和 4年■月15日 (火 )
場  所 石川県地場産業振興センター

出席者数 74社  98名  (内非会員12社 16名 )

課  題
「税務に関するコーポレートガバナンスの充実に向けた取組等について」

「適格請求書等保存方式への対応について」

「事前照会に対する文書回答手続の利用について」

「申告書の自主点検に関する確認表の活用ポイント」

「令和4年度法人税関係法令の改正のポイント」
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石川県下法人会役員研修会

開 催 日 令和 5年 3月 8日 (水 )
場  所 ホテル金沢
演  題 「デジタル社会におけるサイバー空間の安全確保～各種業務について～」
講  師 金沢国税局課税部長

関 川 朋 大 氏

青連協 。女連協総会における合同記念講演会

開 催 日 令和 4年 6月 20日 (月 )
場  所 ホテル金沢       ＼
演  題 「心で走る」
講  師 DeNAア スレティックスエリートアドバイザー

瀬 古 利 彦 氏

インターネット・セミナー

平成24年 4月 から開始したインターネット・セミナーについては、令和 4年のアクセス数は36,547

件であった。コロナ禍の間は若千減少傾向が続いていたが、同セミナーを活用している会員等が一定

数おり、アクセス数は少し回復した。

“

)広報関係

①ラジオCM
北陸放送でラジオCM(県連作成)を毎週火曜日朝 7時55分から放送すると共に、FM石川でラジ

オCM(全法連作成)を会員増強月間 (10月～■月)に 60本放送した。

②「税を考える週間」の新聞広告・テレビCM
「税を考える週間」の初日■月■日に、】ヒ國新聞と】ヒ陸中日新聞の朝刊に半 5段広告 (全法連作成)

の掲載を実施した。

また北陸朝日放送で、テレビCM(県連作成)を■月11日 ～17日の間に17本放送した。

2.共益目的事業

(1)組織関係

令和 4年度においても、県連で加入率50%回復を目標として会員増強に取り組んだが、松任法人会

が純増+23社と奮闘した以外は、金沢法人会△61社、小松法人会△47社、七尾法人会△23社、輪島法

人会△ 5社で、県連全体では△113社 となり、加入率は48,8%に まで落ち込んだ。

ただし、令和 3年度の加入率は50,0%だったため、コロナ禍の特例により、県連が高加入率の長期間

維持の優秀賞 (副賞 :30万円)が授与された。

松任法人会については、これで 6年連続して会員数の純増を果たしており、全法連から会員増強最優

秀賞 (副賞 :20万 円)と純増 3年連続表彰 (副賞 :10万円)が授与された。また、県連より目標達成

に対する県連報奨金 (5万円)を報奨した。
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県下法人会別会員数 (令和 4年 12月 31日現在)

法人会名 法 人 数 会 員 数 加 入 率
沢
一尾

一松

”島

一任

金
一七
一小
一輪
一松

10,905ネ土

2,252ネ土

3,976イ土ヽ

1,040ネ土

2,933ネ土

21,106社

5,231ネ土

989ネ七

2,079ネ土

504ネ土

1,502ネ土

10,305ネ土

48.00/0

43.90/0

52.30/O

48.50/O

51.20/O

48.80/O

(2)福利厚生事業関係          ＼
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況を踏まえ、協力 3社の営業活動も相応の影響を受けた。

しかしながら、石川県連としては全国平均を若千上回る水準となった。

なお、輪島法人会が令和 3年度において、年間累積収入保険料が対前年103%超だったため、顕著な

成果を挙げた単位会に対する表彰 (副賞 :20万円)が授与された。

(3)青年・女性部会関係

青連協において、令和元年度 (令和 2年 2月 )に「北陸地区青年の集い」第 1回大会を石川県で開催

したが、コロナ禍のため開催中止が続き、第 2回大会は本年度 (令和 5年 1月 )に石川県での開催と

なった。

「青年の集い」と「女性フォーラム」の全国大会は、新型コロナウイルス感染症の感染防止に充分配

慮した中で開催され、各単位会から多くの参加者があった。

3.会議等実施状況

(1)総会・役員会の開催状況

第10回通常総会

開 催 日 令和 4年 6月 3日 (金 )
場  所 ホテル金沢
議  題

【審議事項】令和 3年度収支決算報告 (案)承認の件

【報告事項】令和 3年度事業報告の件

令和4年度事業計画及び同収支予算報告の件

公益目的支出計画実施報告書の作
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第 1回正副会長会議

開 催 日 令和 4年 4月 22日 (金 )
場  所 ホテル金沢
出席者数 】跡寸会長以下 8名

議  題 理事会及び総会の概要について

通常総会の役割分担について

令和 4年度功労者表彰について

他団体総会等の日程・来賓出席について

北陸地区組織・厚生合同委員会について

第 2回正副会長会議

開 催 日 令和 5年 3月 8日 (水 )
場  所 ホテル金沢

出席者数 北村会長以下 8名

議  題 令和 5年度法人会功労者表彰候補者の選考について

理事会提出議題の概要について

第 1回理事会

開 催 日 令和 4年 4月 22日 (金 )
場  所 ホテル金沢
出席者数 北村会長以下30名

議  題 第10回通常総会について

令和 3年度事業報告 (案)及び同収支決算報告 (案 )

令和 4年度法人会功労者表彰者の選考について

会員特別増強月間について

e_Taxの 利用促進について

北陸地区組織・厚生合同委員会について

について

第 2回理事会

開 催 日

場  所

出席者数

議  題

令和 5年 3月 8日 (水 )

ホテル金沢

北村会長以下34名

令和 4年度の事業報告について

令和 5年度事業計画 (案)及び同収支予算 (案)について
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(2)委員会等開催状況

【公益関係】

事業研修委員会

開 催 日 令和 5年 2月 15日 (水 )
場  所 ANAク ラウンプラザホテル金沢
出席者数 鶴山事業研修委員長以下15名
議  題 全法連における令和 4年度の事業研修に関する活動報告

全法連の令和 5年度の事業計画及び予算について

全法連の研修参加率向上表彰の見直しについて

全法連の税務コンプライアンヌ向上施策について

全法連の会員企業の活性化・企業価値の向上に資する事業について

県連における令和 4年度の事業研修活動

県連の令和 5年度の事業計画

第■回県連総会記念講演会の講師の選定

税制委員会

開 催 日

場  所

出席者数

議  題

令和 4年 6月 23日 (本 )

ANAク ラウンプラザホテル金沢

米澤委員長以下13名

令和 5年度税制改正のアンケー ト結果について

【収益・共益関係 。その他】

総務委員会

開 催 日 令和 4年 4月 12日 (火 )
場  所 金沢東急ホテル
出席者数 二木総務委員長以下15名
議  題 令和 3年度事業報告及び同収支決算報告 (案)について

第10回通常総会について

令和 4年度法人会功労者表彰の選考について

北陸地区組織委員会・厚生合同委員会

開 催 日 令和 4年 9月 5日 (月 )
場  所 金城 lヽ婁

出席者数 市山組織委員長・高田厚生委員長以下55名

議  題 全法連における組織・厚生委員会の報告
北陸地区における組織・厚生委員会の報告

各県連の現状と取り組み状況の報告

協力 3社の取り組み状況の報告
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(3)青年・女性部会関係開催状況

【青年部会連絡協議会】

第31回定時連絡協議会 (総会)

開 催 日 令和 4年 6月 20日 (月 )
場  所 ホテル金沢

第 1回正副会長会議

開 催 日 令和 4年 4月 28日 (木 )
場  所 ANAク ラウンプラザホテル金沢
出席者数 蟹瀬青連協会長以下17名  ＼
議  題 第31回定時連絡協議会 (総会)について

委員長の異動について

地域社会貢献活動について

】ヒ陸地区連絡会議について

第 2回正副会長会議

開 催 日 令和 5年 3月 7日 (火 )
場  所 八郎すし

出席者数 山岸青連協局連会長・蟹瀬青連協会長以下18名

議  題 全法連青連協第 4回役員会の報告
令和 4年度の事業報告について

令和 5年度の事業計画 (案)について

次期青連協の組織編成について

次回正副会長会議の日程について

北陸地区青連協連絡会議

開 催 日 令和 4年 7月 21日 (木 )
場  所 かなざわ石亭
出席者数 山岸青連協局連会長・蟹瀬青連協会長以下20名

議  題 全法連青連協の活動報告
「租税教育活動」エントリー会について

第2回北陸地区青年の集いについて

北陸地区青年部会長サミット

開 催 日 令和 5年 1月 31日

場  所 ANAク ラウンプラザホテル金沢

第 2回北陸地区青年の集い 石川大会

開 催 日 令和 5年 1月 31日 (火 )
場  所 ANAク ラウンプラザホテル金沢
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【女性部会連絡協議会】

第22回定時連絡協議会 (総会)

開 催 日 令和 4年 6月 20日 (月 )
場  所 ホテル金沢

第 1回正副会長会議

開 催 日 令和 4年 4月 28日 (木 )
場  所 ANAク ラウンプラザホテル金沢
出席者数 細川女連協会長以下14名

議  題 第22回定時連絡協議会 (総勾 について

地域社会貢献運動について

第 2回正副会長会議

開 催 日 令和 4年 10月 11日 (火 )
場  所 ハイアットセントリック金沢
出席者数 細川女連協会長以下 7名
議  題 単位会別女性部会の活動報告

「食品ロス」問題への取り組みについて

女連協役員の交流について

「税に関する絵はがきコンクール」県連代表審査会

開 催 日 令和 4年 10月■日 (火 )
場  所 ハイアットセントリック金沢
出席者数 細川女連協会長以下 8名
議  題 「絵はがきコンクール」県連代表作品の選定について

(4)その他の会議等開催状況

【県法連関係】

4.5。 20 石川県青色申告会連合会第56回定時総会 石川県地場産業振興センター

１

　

３

　

２８

６

　

６

　

・１

(高桑副会長)

石川県納税貯蓄連合会 第57回定例総会  金沢税務署   (高桑副会長)
石川県税務連絡協議会 第18回定期総会  金沢駅西合同庁舎 (】研す会長)

「令和 5年度税制改正要望事項」を地元選出の国会議員及び地方自治体へ陳情

(米澤委員長以下 3名 )

第43回通常役員総会          ホテル日航金沢  (北村会長以下64名 )

北陸納税貯蓄組合総連合会第64回定期総会 ANAホ リディ。イン金沢スカイ

(米澤副会長)

北陸青色申告会第43回通常総会     ANAホ リディイン金沢スカイ

(市山副会長)

〔北法連関係】

4.6.8

6, 9

6.10
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7.21

9.5

9.26

11, 1

12,14

5, 1.31

1.31

北陸地区青連協連絡会議        かなざわ石亭
(山岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長以下20名 )

北陸地区組織 。厚生合同委員会     金城オ衰     (北 村会長以下55名 )
北陸税務連絡協議会第18回定期総会   KKRホ テル金沢  (北村会長)
令和 4年度金沢国税局長納税表彰式   KKRホテル金沢  (高桑副会長)
令和 4年度北陸地区法人会役員研修会  ホテル日航金沢  (北村会長以下70名 )
北陸地区青年部会長サミット      ANAク ラウンプラザホテル金沢

(山岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長以下32名 )

第 2回北陸地区青年の集い       ANAク ラウンプラザホテル金沢
＼   (山 岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長以下193名 )

「税に関する絵はがきコンクール」局連審査会 ハイアットセントリック金沢
(細川女連協会長以下16名 )

2,21

【全法連関係】 (⑥ :リ モート参加)

4.4.4 第 1回青連協役員会
4.8 第 1回全国県連専務理事等会議
4.14 女連協 情報交換会

4.14

5,18

5.20

第16回法人会全国女性フォーラム静岡大会

第 2回税制常任委員会

第 1回女連協役員会

第 2回青連協役員会

第 1回青連協定時連絡協議会

6.6 第 1回女連協定時連絡協議会

第17回 (臨時)評議員会

第42回理事会

第18回評議員会

第 4回税制常任委員会

第 5回税制常任委員会

第 1回事業研修委員会

第 1回広報委員会

第 1回厚生常任委員会

第 1回税制委員会

第 1回総務委員会

第 1回厚生委員会

第 1回総合企画委員会

第43回理事会

第38回法人会全国大会 千葉大会

第 2回厚生常任委員会

沖縄市武道館   (山岸青年部局連会長)
全法連会館    (村 井専務理事)
ホテルグランヒルズ静岡

(細川女連協会長以下 3名 )

ツインメッセ静岡 (細川女連協会長以下29名 )

全法連会館    (① 米澤委員長)
全法連会館    (細 川女連協会長)
明治記念館    (山 岸青年部局連会長)
明治記念館

(山岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長)

ハイアットリージェンシー東京

(細川女連協会長、三崎女連協副会長)

帝国ホテル   (① 小田副会長)
帝国ホテル   (北 村会長)
全法連会館   (① 小田副会長)
全法連会館    (米 澤委員長)
全法連会館    (① 米澤委員長)
全法連会館    (① 鶴山委員長)
全法連会館    (上 田委員長、細川女連協会長)
全法連会館    (高 田委員長)
全法連会館   (米 澤委員長)
全法連会館    (北 村会長、①二木委員長)
明治記念館    (高 田委員長)
全法連会館    (北 村会長)
全法連会館    (① 小前田副会長)
幕張メッセ   (北 村会長以下16名 )
全法連会館    (高 田委員長)

０
０
　
　
つ
０

６

　

６

７

７

２２
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５

６
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２２
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８

６
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７

７

７

７

７

８

９

９

１０
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11,18

11.24

■.25 第36回法人会全国青年の集い沖縄大会

第 2回女連協役員会

第 2回青連協連絡協議会

第 2回全国県連専務理事等会議

新年賀詞交歓会

第 2回厚生委員会

令和 5年税制セミナー

第 6回税制常任委員会

第 3回税制委員会

第 2回組織委員会

第 2回総務委員会

第44回理事会

全法連会館   (細 川女連協会長)
沖縄市武道館

(山岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長)

沖縄アリーナ

(山岸青年部局連会長、蟹瀬青連協会長以下40名 )

全法連会館   (村 井専務理事)
帝国ホテル   (北 村会長)
全法連会館   (高 田委員長)
ハイアットリージェンシー東京

(米澤委員長以下 2名 )

全法連会館   (米 澤委員長)
全法連会館   (米 澤委員長)
全法連会館    (市 山委員長)
全法連会館   (北 村会長、①二木委員長)
全法連会館   (北 村会長、①小前田副会長)

12. 9

5。 1.20

2.10

2,14

2.15

2.15

2.21

2.24

3.24
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